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ている東京工業品取引所（東工  

ンを例七挙げ、、取引の実態や石  

⊥鮒耳はまだ、派手な社手戦、強弓樽勧誘  

といっヾナニマイナス面が強調されがち職で  
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左．如－かわりなどを紹介しましょう0  すが、経済産業省と農林水産省の監督の下、・∴・∴⊥羞＿．．  

東工取でガソリンの取引がえター卜したの  

臥、・99年て7し軋ノ同時に始まった灯油－ととも  

にン、先物取引め対象に石油製品を加えるめは  

全国7カ所の公設の商品取引所が貴金属、原  

油や石油製品、穀物などの商品を取引してお  

り、そこで決まる価格が実際の取引価格に大  

きな影響を与えているケースも少なくありま  

せん。   

経産・農水両省も取引振興を全面的と士ノヰッ  

クアップしようと、上場円滑化や手数料自由  

化自主規制団体の喪立などに遣を開 

取引所法の改正に踏み切ちてし∴ます。 
招ト  

改正商畠取引所法は19由年に実施きれ、従  

来の負のイメージめ払し－よく、を自指し、改革  

が進あられています。欧米の商品敢引所や国  

内の証券・金融市場に一日も早く追いつくの  

にとっては売買差益をねらサチキン女が多し、  
ほか、価格変動リスクにさらされでいる石油  

飯蛸盛欒肇誠ぬ七；iまヘ  
ッジ（＝保険つなぎ）の場が誕生することに  

っながほす。；さ∵烏パ●∴ミ∴てへ；：・ノソ†◆－  
「多数の個人や八ッジャー切療々な見方や  が業界野草願  
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、  

の指摘が易く  

の発信」．の芽喜  

デ右・「公正な価格、．  
；注目が集まって  

元売りから仕入れるのと同様の感覚で取引所  

からの仕入れが可能になったともいえ、石油  

元売り会社の価格戦略にも少なからぬ影響を  

与え始めています。「元売り大手の出光興産が  

水面下で売貞に参加している」－－－。出光自  

身は否定していますが、市場関係者の間では  

これは周知の事実になっヱん∴ます。、ル⊥  

い言愁ゴ【ノ滑二、■  
封墨※・ケニゞ－ふ＼   

無視できなくなった業界   

石油元売り会社にとってみれば、，束工取の  

試みは眉．らのイ耐客支配力を揺るがしかねなぃ  

だけにヾ′太陽石油なぞ十部を除い＿て当初から  

売買不参加を表明しでいました。この結果、 

「大手へツ1ジャー′（こヱでは石油元売り会社）  

不在」の船出でしたが、スタートから3年が  

過ぎよう′と・いう現在、．ノ取引は石油元売り会社  

が無視できない．隠どこに存在感を増′しできま七  

た。  

これを端的に示．しているのが納会一（＝最終  

決済日）での受け渡し枚数の増加です。5月  

末に行われた6片決済物の納会では434枚  

（1て枚は最低取引単位のこ7とで、∴ユ00キロリッ  

トルに相当）七、1▲過去最高だぅ榊乍年11月決  

済物を約48％上計り．ミ前年同月の‡3′倍に膨ら  

みま．した（前ぺ一ジのグラフ参照）。 

受け渡しが多いということは現物決済の比  

率が高＝まrっていることを意味します占取引が  

単に売買差益をねらったものだけでな．くこ現  

物を扱う十部のヘッジャrが売買に参加して  

いる証明でもあります。現在、石油元売り会  

社は価格立て直七をねらづて減産に取り組ん  

でおり、1先高と見た石油特約店やスタンド業  

者の引き取りが増えたことが6月の大量受け  

渡しにつながちたと見られています。 

これは、特約店やネータンド業者に・とぅては、  

：さ】石油元売、りの参加が広がうて、く∵れば、く個人  

七人：ツ：ジセナが草の両輪のよう，に作風して公  

正’な価格が形成され甘い．′くことい、う先物本来の  

システ・みが期待できるはずです。ガソ・リンを  

例に挙げでそ切萌芽を紹介しま．．じた坑・実は  

ヘッジヤ「の参加は過去の．■日本の先物取引に  

おいては稀有な事例食中lつ・て、も過言ではあ【り  

ません。というのも∴ガソ・リンでも．当初の元  

売・り・の反応に見られた患うに、「先物取引への  

参加は自らの価格支配力が後退しかねない」 

という．のが共通じ1た認識だからです； 

∴しかしこネッニト取引の台頭や系列取引の崩  

壊が代表するように、みらゆ‘る面でメェカー  

り支配力渥衛鞍畑格変動り▼不クも各段階で  

線永年饗顧問境線尊厳吾董し  
たこ一女た的藤だ触・し、’商品先物業界が改  

革に向冊・ての努力恕続け1てヰ辛け．ばし業界が脱  

皮の時を迎える日滝夢ではな：bチでしこようム・同  

時に、、▼規制緩和でり・ス：グが高ま‥ちね日本の産  

業界尤一も大富な助っ人となることでしょう。  
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